
モニタが使用するワークエリアの選択について 

ＤＥＦバージョン ６．５０Ａ仕様より 

 

 

【概能】 

ＤＥＦバージョン(Ver6.40x)までは、下記対象ＣＰＵ用のモニタが使用するワークエリアはスタックエリアのみを使用していました。この場合ＲＴＯＳ等を利用したアプリ
ケーションを作成した場合、各タスク毎にデバッガ用スタックエリアの確保が必要となり、リソースが余分に必要となっていました。使用リソースを減らす為、ＤＥＦバ

ージョン(Ver6.50x)より、モニタが使用するワークエリアの固定番地方式（新規）を追加します。なお、従来との互換性を保つ為、スタック方式（従来型）／固定番地方式
（新規）をＣＰＵ設定で選択できるようにしています。 

 

 

【対象ＣＰＵ】 

１）Ｈ８／３００Ｌシリーズ（Ｅ８） 
２）Ｈ８／３００Ｈシリーズ（ＢＯＯＴ－ＰＢＣ無し） 
３）Ｈ８／Ｔｉｎｙシリーズ（Ｅ８） 
４）Ｈ８Ｓシリーズ（ＢＯＯＴ－ＰＢＣ） 
５）Ｈ８Ｓシリーズ（ＢＯＯＴ－ＰＢＣ無し） 
６）Ｈ８ＳＸシリーズ（ＢＯＯＴ－ＰＢＣ無し） 
７）ＳＨ－２シリーズ（ＢＯＯＴ－ＵＢＣ） 

 

 

【設定方法】 

 

 
１）ＣＰＵ設定の＜モニタワークエリアの場所＞項目で、①スタック方式（従来型）／②固定番地方式（新規）を選択をします。 
２）選択後、ダウンロードもしくはブートロードにて、指定方式のモニタが組み込まれます。 
３）モニタワークエリアの変更は常時可能です。 

 



【各ワークエリア方式の説明】 

 
参考図<H8S/2612>の場合 

 
＜スタック方式とは＞ 

ＮＭＩ等によりモニタが起動した場合、その時点のＳＰ（スタックポインタ）に対してモニタが使用するワークエリア分（Ｈ８系：４６バイト ＳＨ系：９６バイト）ＳＰ

を調整し、ワークエリアとして使用し、モニタ復帰時にモニタ開始時のＳＰ値に戻し復帰しています。 

 

＜固定番地方式とは＞ 

ＮＭＩ等によりモニタが起動した場合、モニタが使用するワークエリアを静的エリアとして固定し、ＳＰ（スタックポインタ）の操作は出来るだけせず、固定エリアを使用

する。モニタが使用する静的エリアは、各ＣＰＵ毎に決まっています。例として「H8S/2612」の場合は、内蔵RAM2（0xFFFFC0）番地から64バイト(0x40)を使用します。
ただし、この固定番地方式を選択した場合、ソ－スブレーク(SBREAK)に必要な管理エリアと共有させている為、使用不可になります。 

 
 
【ＣＰＵ毎のデバッグ情報の参照方法】 

今回、モニタワークエリアの選択機能の導入により、使用するリソースの相違を見易くする為、ＣＰＵ別表示ツールを用意しました。 
 
＜操作方法＞ 
ＤＥＦメニューの＜ヘルプ＞－＜ＣＰＵ別デバッガ仕様＞をクリックすることにより、ＣＰＵ別一覧として表示されます。 



 
＜スタック方式の場合＞ 

 
 

 
＜固定番地方式の場合＞ 
 
１）ＣＰＵシリーズ名を選択する。 
２）モニタワークエリアの選択をする。 
この操作により、使用リソースの仕様が表示されます。なお、この表示は「ＣＰＵ設定」で設定したタイプと連動されています。 

 
以上 


